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 2006 年，2007 年におけるＡ群溶血性レンサ球菌Ｔ型の流行状況 

 

今野貴之  八柳 潤  齊藤志保子 

 

 

 近年，A 群溶血性レンサ球菌による感染症の報告数は増加する傾向にあり，秋田県においても A 群

溶血性レンサ球菌の検査件数が増加している。病原体サーベイランス事業として，平成 18 年には 476
株，平成 19 年には 540 株の A 群溶血性レンサ球菌に対して T 型別を行った。その結果，秋田県内で

は定点病院が位置する地域ごとに特徴的な T 型の流行があることが示された。特に，県南部では 2006
年 11 月以降 T-6 による A 群溶血性レンサ球菌感染症の局地的流行があったことが推察された。 
 

1. はじめに 3. 結果と考察 

 A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 （ Streptococcus 
pyogenes: 以下 A 群溶レン菌）が関与する感染

症は多種多様で，様々な疾患を引き起こすこと

が知られている 1)。そのうち A 群溶血性レンサ

球菌咽頭炎は，「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律（感染症法）」に

おける五類感染症に属し，病原体サーベイラン

ス事業の対象疾患となっている。本感染症は，

例年，冬季及び春から初夏にかけて流行のピー

クを迎えており，国立感染症研究所の感染症情

報センターの取りまとめによると，近年，この

疾患の報告数が増加する傾向にある。病原体サ

ーベイランス事業では，A 群溶レン菌の疫学的

指標として菌体表層に存在する T タンパクの血

清型別を行い，地域での本感染症における流行

菌型の把握に努めている。 

3.1 秋田県内の地域別 T 型の分離状況 

2006 年及び 2007 年の秋田県北部，中央部及

び南部における A 群溶レン菌の T 型別状況を図

1 に示した。 
県北部で分離頻度の高い T 型は，T-1，T-12

及び T-28 で，順位の変動はあるが，2006 年と

2007 年で共通している。 
県中央部では，T-1 及び T-12 が 2006 年と 2007

年で共通して分離率が高かった。2007 年には，

T-28 が主要菌型の 1 つとなっているが，分離株

数はいずれの年も 4 株で，増加は認められなか

った。 
県南部は，他の 2 地域とは明らかに異なる傾

向を示し，2006 年には T-B3264，2007 年には

T-6 が高い分離率を示した。 
溶血レンサ球菌レファレンスセンターの全国

集計では，T-1，T-12，T-4 が主要な 3 菌型とな

っており，T-28 がそれらに続いている 3)。秋田

県の中央部及び北部では順位の違いはあるもの

のほぼ全国的な傾向と一致していた。しかしな

がら，県南部においては独自の菌型を示し，こ

の地域で特定の菌型によるＡ群溶レン菌の流行

が存在していたことが示唆された。 

本報では，秋田県北部，中央部及び南部にそ

れぞれ位置している主要な 3 箇所の小児科定点

病院において，2006 年 1 月から 2007 年 12 月に

分離された A 群溶レン菌の T 型の流行状況につ

いて報告する。 

 

2. 方法 

3.2 主要な T 型の流行状況 2.1 実験材料 

T-1，T-6，T-12，T-28 及び T-B3264 の 2006
年 1 月から 2007 年 12 月までの月別分離株数の

推移を図 2 に示した。T-1 は県北部と県中央部

において特徴的に分離され，2006 年に県中央で，

2007 年には県北部で A 群溶レン菌感染症の流行

時期にあわせて，分離株数も増加した。T-6 は

県南部において，2006 年 11 月以降急速に分離

 秋田県内の 3 箇所の小児科定点病院におい

て，2006 年 1 月から 2007 年 12 月に分離された

A 群溶レン菌 1,016 株を対象とした。 
2.2 実験方法 

 供試した A 群溶レン菌は，市販抗血清を用い

て，常法 2)に従って T 型別試験を行った。 
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・県北部（総分離株数－2006 年 130 株，2007 年 105 株） 

21%
26% T-28 T-134%

41% T-12 T-28

T-1 T-1214%
9% その他 その他

31%24%

  

 

・県中央部（総分離株数－2006 年 72 株，2007 年 42 株） 

26% T-12T-131%
35%

T-1T-12
49%

T-28T-11
9%

その他その他
10%

30%
10%

 

 

・県南部（総分離株数－2006 年 103 株，2007 年 369 株） 

28%29% T-6T-B3264
37% 42%

T-12T-12

T-B3264T-4

その他その他 11%11%

23% 19%

 

 

図 1 秋田県の地域別 A 群溶血性レンサ球菌 T 型別の状況 

左－2006 年，右－2007 年。 

 

数が増加し，2007 年 4 月をピークに，2007 年で

全体の約 40%にあたる 158株が分離された。2007
年の全国集計における T-6 の分離株数は 189 株

であることから 3)，この地域での分離株数が全

国の約 80%を占めたことになる。2007 年に T-6
が分離された患者の平均年齢は 7.9 歳で，定点

病院周辺の比較的限られた地域において小児を

中心に大きな流行があったことが推察される。

この間，県内の他の 2 地域ではほとんど T-6 は

分離されていない。また，秋田県において T-6
が流行したのは，1997 年に県北部で流行して以

来となる 4)。T-12 は各地域共通に分離が確認さ

れ，A 群溶レン菌感染症の流行時期にあわせて

各地域での分離株数も増加した。T-28 は県北部

で特に多く分離された T 型であるが，2007 年初

夏の流行以降，この地域での流行の兆しはみら

れていない。しかしながら，県南部で 2007 年

10 月以降分離株数が増加傾向にあり，今後注意

が必要と考えられる。T-B3264 は県南部で特徴

的に分離され，この地域では 2006 年，2007 年

ともに年間を通じて分離が確認されていた。
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4. まとめ ・T-1 

・ 秋田県内では小児科の定点病院が位置する地

域ごとに，特徴的な T 型の流行があることが

示された。A 群溶レン菌感染症の発生動向を監

視する上でも，今後とも継続して秋田県の各地

域における流行菌型の推移を調査していくこ

とが重要と思われる。 
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・ 県南部において 2006 年 11 月から T-6 による

A 群溶レン菌感染症の局地的流行があったこ

とが推察された。この地域では 2007 年 10 月以

降 T-28 の分離株数が増加傾向にあることか

ら，今後この菌型の流行状況を注視していく必

要がある。 

・T-6 
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・T-B3264 

0

5

10

15

20

25

30

20
06

年
1月

   
 　

2月

   
 　

3月

   
 　

4月

   
 　

5月

   
 　

6月

   
 　

7月

   
 　

8月

   
 　

9月

   
 　

10
月

   
 　

11
月

   
 　

12
月

20
07

年
1月

   
 　

2月

   
 　

3月

   
 　

4月

   
 　

5月

   
 　

6月

   
 　

7月

   
 　

8月

   
 　

9月

   
 　

10
月

   
 　

11
月

   
 　

12
月

分
離

株
数

（
株

）

 

 

図 2 主な T 型の月別分離株数 

◆県北部，■県中央部，▲県南部 
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